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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年4月17日(2008.4.17)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月28日(2008.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステント送達装置であって、
　遠心端及び近心端を有し、前記近心端が剛性体により構成されたカテーテルと、
　前記カテーテル上に配置された近心端及び遠心端と、それらに通じている膨張ルーメン
とを備えた固定ワイヤバルーンと、
　前記膨張ルーメンの中に配置され、前記剛性体の遠心端から、前記バルーンの前記遠心
端まで伸びており、少なくとも前記カテーテルと部分的に接続されているコアワイヤと、
　前記バルーンに沿って配置されたガイドワイヤルーメンと、を備えたステント送達装置
。
【請求項２】
　請求項１記載のステント送達システムであって、前記ガイドワイヤルーメンが前記バル
ーンに付着されたところに、クロッチポイントが定められるステント送達システム。
【請求項３】
　請求項２記載のステント送達システムであって、前記クロッチポイントが、前記バルー
ンの前記遠心端に配置されたステント送達システム。
【請求項４】
　請求項２記載のステント送達システムであって、前記クロッチポイントが、前記バルー
ンの前記近心端に配置されたステント送達システム。
【請求項５】
　請求項２記載のステント送達システムであって、前記ステントが側孔を備え、前記クロ
ッチポイントが前記側孔の遠心端に配置されたステント送達システム。
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【請求項６】
　請求項１記載のステント送達装置であって、少なくとも部分的に前記カテーテルに付着
した前記コアワイヤは、前記剛性体の前記遠心端に第１の付着点と、前記バルーンの遠心
端に第２の付着点と、前記第１と第２の付着点の間に少なくとも一つの異なる付着点と、
を備えるステント送達装置。
【請求項７】
　請求項１記載のステント送達装置であって、前記ガイドワイヤルーメンの近心端は、前
記カテーテルの中に配置されたステント送達装置。
【請求項８】
　請求項１記載のステント送達装置であって、前記コアワイヤは、０．００９～０．０１
２インチの範囲内の直径を有するステント送達装置。
【請求項９】
　請求項１記載のステント送達システムであって、前記ガイドワイヤルーメンは、側肢ガ
イドワイヤルーメンであるステント送達システム。
【請求項１０】
　請求項１記載のステント送達装置であって、前記固定ワイヤバルーンは、遠位バルーン
であり、更に、前記カテーテルに、前記遠位バルーンより近位の近位バルーンを備えるス
テント送達装置。
【請求項１１】
　請求項１０記載のステント送達装置であって、前記遠位バルーンと前記近位バルーンと
は、別々に膨張することが可能であるステント送達装置。
【請求項１２】
　請求項１０記載のステント送達装置であって、更に、前記遠位バルーン上に配置された
遠位ステントと、前記近位バルーン上に配置された近位ステントとを備えるステント送達
装置。
【請求項１３】
　請求項１記載のステント送達装置であって、前記装置の外径が１ｍｍ未満であるステン
ト送達装置。
【請求項１４】
　ステント送達システムであって、主血管の中を前進させるための主長型要素と、補助血
管の中を前進させるための補助長型要素と、クロッチポイントと、を備え、
　前記主長型要素は、近心端と、遠心端と、前記近心端及び前記遠心端を連結する筐体と
、を有し、
　前記補助長型要素は、近心端と、遠心端と、を有し、部分的に前記主長型要素に付着し
、
　前記クロッチポイントでは、前記主長型要素の前記筐体が前記補助長型要素に付着して
おり、前記クロッチポイントの位置は、分岐部に前記システムが到達すると前記システム
の前進を停止させるように構成されているステント送達システム。
【請求項１５】
　請求項１４記載のステント送達システムであって、前記主長型要素はカテーテルであり
、前記補助長型要素はガイドワイヤルーメンであるステント送達システム。
【請求項１６】
　請求項１５記載のステント送達システムであって、前記カテーテルがバルーンを含むス
テント送達システム。
【請求項１７】
　請求項１５記載のステント送達システムであって、前記カテーテルが、固定ワイヤバル
ーンカテーテル、オーバーザワイヤカテーテル、及び急速交換カテーテルからなる群より
選択されるカテーテルであるステント送達システム。
【請求項１８】
　請求項１４記載のステント送達システムであって、前記主長型要素はカテーテルであり
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、前記補助長型要素は位置決めシステムであるステント送達システム。
【請求項１９】
　請求項１８記載のステント送達システムであって、前記位置決めシステムは、少なくと
も一つのストッパと、取付機構とから構成されるステント送達システム。
【請求項２０】
　請求項１９記載のステント送達システムであって、前記少なくとも一つのストッパは、
スプリング・ワイヤーであるステント送達システム。
【請求項２１】
　請求項１９記載のステント送達システムであって、前記取付機構がポリマジャケットで
あり、前記ポリマジャケットが、前記少なくとも一つのストッパの近位部を定位置に保持
するように構成され、前記ポリマジャケットの遠心端を前記クロッチポイントとするステ
ント送達システム。
【請求項２２】
　請求項１４記載のステント送達システムであって、更に、前記主長型要素上に位置した
側開口部を有するステントを備えるステント送達システム。
【請求項２３】
　請求項２２記載のステント送達システムであって、前記側開口部が、専用の側開口部で
あるステント送達システム。
【請求項２４】
　請求項２２記載のステント送達システムであって、前記クロッチポイントが、前記ステ
ントの前記側開口部の遠位部に配置されたステント送達システム。
【請求項２５】
　請求項１４記載のステント送達システムであって、更に、ステントが近心端及び遠心端
を有し、前記ステントは、前記主長型要素上に位置し、前記クロッチポイントは、前記ス
テントの近心端に位置するステント送達システム。
【請求項２６】
　請求項１４記載のステント送達システムであって、更に、ステントが近心端及び遠心端
を有し、前記ステントは、前記主長型要素上に位置し、前記クロッチポイントは、前記ス
テントの遠心端に位置するステント送達システム。
【請求項２７】
　請求項１４記載のステント送達システムであって、更に、近心端及び遠心端を有する近
位ステントと、近心端及び遠心端を有する遠位ステントと、を備え、
　前記近位ステントは、前記主長型要素上に配置され、
　前記遠位ステントは、前記主長型要素上で、前記近位ステントの遠位に配置されている
ステント送達システム。
【請求項２８】
　請求項２７記載のステント送達システムであって、前記クロッチポイントは、前記近位
ステントの遠心端に位置されているステント送達システム。
【請求項２９】
　請求項１４記載のステント送達システムであって、前記クロッチポイントは、前記主長
型要素及び補助長型要素の筐体に付着されているステント送達システム。
【請求項３０】
　請求項１６のステント送達システムであって、前記バルーンがテーパードバルーンであ
るステント送達システム。
【請求項３１】
　請求項１４記載のステント送達システムであって、前記補助長型要素の前記近心端は、
前記主長型要素の中に配置されており、更に、出口を備え、前記出口の近位に、前記補助
長型要素が前記主長型要素の外側に出ているステント送達システム。
【請求項３２】
　請求項１４記載のステント送達システムであって、前記補助長型要素の遠心端は、前記
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クロッチポイントの遠位に位置され、前記補助長型要素の前記遠心端は、前記主長型要素
と離れているステント送達システム。
【請求項３３】
　ステント送達システムであって、
　遠心端及び近心端を有するカテーテルと、
　前記カテーテル上に配置され、遠心端及び近心端を有するステントと、
　遠心端及び近心端を有し、前記ステントの外側に配置された補助長型要素と、
　前記ステントの前記近心端に配置され、前記補助長型要素が前記カテーテルに付着した
位置となるクロッチポイントと、を備えたステント送達システム。
【請求項３４】
　請求項３３記載のステント送達システムであって、前記補助長型要素が側肢ルーメンで
あるステント送達システム。
【請求項３５】
　請求項３３記載のステント送達システムであって、更に、前記カテーテルの前記遠心端
に固定ワイヤバルーンを備えたステント送達システム。
【請求項３６】
　請求項３３記載のステント送達システムであって、更に、前記カテーテルの前記遠心端
にテーパードバルーンを備えたステント送達システム。
【請求項３７】
　請求項３３記載のステント送達システムであって、補助長型要素が位置決めシステムで
あるステント送達システム。
【請求項３８】
　請求項３７記載のステント送達システムであって、前記位置決めシステムが、少なくと
も一つのストッパと、取付機構とを備えたステント送達システム。
【請求項３９】
　請求項３８記載のステント送達システムであって、前記少なくとも一つのストッパが、
形状記憶合金からなるスプリング・ワイヤーであるステント送達システム。
【請求項４０】
　請求項３８記載のステント送達システムであって、前記取付機構が、少なくとも一つの
スプリング・ワイヤーの近心端を定位置に保持するためのジャケットであるステント送達
システム。
【請求項４１】
　ステント送達システムであって、
　遠心端及び近心端を有するカテーテルと、
　前記カテーテル上に配置され、遠心端及び近心端を有するステントと、
　遠心端及び近心端を有し、前記ステントと前記カテーテルとの間に配置された補助長型
要素と、
　前記ステントの前記遠心端に配置され、前記補助長型要素が前記カテーテルに付着した
位置となるクロッチポイントと、を備えたステント送達システム。
【請求項４２】
　請求項４１記載のステント送達システムであって、前記補助長型要素がガイドワイヤル
ーメンであるステント送達システム。
【請求項４３】
　請求項４１記載のステント送達システムであって、更に、前記カテーテルの前記遠心端
に固定ワイヤバルーンを備えたステント送達システム。
【請求項４４】
　請求項４３記載のステント送達システムであって、更に、前記固定ワイヤバルーンを通
じて配置されたコアワイヤを備え、前記コアワイヤは、前記バルーンに少なくとも部分的
に付着されたステント送達システム。
【請求項４５】
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　ステント送達システムであって、
　遠心端及び近心端を有するカテーテルと、
　前記カテーテルの前記遠心端上に配置され、遠心端及び近心端を有する遠位バルーンと
、
　前記遠位バルーンの近位の前記カテーテル上に配置された近位バルーンと、
　前記近位バルーン上に配置され、遠心端及び近心端を有するステントと、
　遠心端及び近心端を有し、前記ステントの内部に配置され、前記ステントの前記遠心端
にて外に出ている補助長型要素と、
　前記ステントの前記遠心端に位置され、前記補助長型要素が前記カテーテルに付着した
位置となるクロッチポイントと、を備えたステント送達システム。
【請求項４６】
　請求項４５記載のステント送達システムであって、前記補助長型要素が、側肢ルーメン
であるステント送達システム。
【請求項４７】
　請求項４５記載のステント送達システムであって、前記遠位バルーンは、前記遠位バル
ーンの前記遠心端に固定ワイヤを有するステント送達システム。
【請求項４８】
　請求項４５記載のステント送達システムであって、更に、前記遠位バルーン上に配置さ
れた遠位ステントを備えたステント送達システム。
【請求項４９】
　請求項４８記載のステント送達システムであって、前記ステントと前記遠位ステントと
は、各々別々に取り付けられるステント送達システム。
【請求項５０】
　請求項４８記載のステント送達システムであって、前記遠位ステントは、前記近位ステ
ントよりも外径が小さいステント送達システム。
【請求項５１】
　請求項４５記載のステント送達システムであって、前記補助長型要素の近心端は、前記
カテーテルの中に配置されたステント送達システム。
【請求項５２】
　請求項４５記載のステント送達システムであって、前記補助長型要素の遠心端は、前記
クロッチポイントの遠位に位置し、前記補助長型要素の遠心端は、前記カテーテルと離れ
ているステント送達システム。
【請求項５３】
　カテーテルシステムであって、
　遠心端と、近心端と、前記遠心端及び前記近心端を連結する筐体と、を有するカテーテ
ルと、
　遠心端と、近心端と、前記遠心端及び前記近心端を連結する筐体と、を有するガイドワ
イヤルーメンであって、前記ガイドワイヤルーメンの第１部分が、前記カテーテルの前記
筐体の中に配置され、前記ガイドワイヤルーメンの第２部分が、前記カテーテルの前記筐
体の外に配置されたガイドワイヤルーメンと、
　前記カテーテルの前記筐体の上に配置された出口と、を備え、前記第１部分が前記出口
の近位にあり、前記第２部分が前記出口の遠位にあるカテーテルシステム。
【請求項５４】
　請求項５３記載のカテーテルシステムであって、更にクロッチポイントを備え、前記ク
ロッチポイントにおいて、前記ガイドワイヤルーメンが前記カテーテルに付着し、前記ク
ロッチポイントは前記ガイドワイヤルーメンの前記第２部分の上に位置するカテーテルシ
ステム。
【請求項５５】
　請求項５３記載のカテーテルシステムであって、前記クロッチポイントは、前記ガイド
ワイヤルーメンの前記遠心端に配置されたカテーテルシステム。



(6) JP 2007-526073 A5 2008.4.17

【請求項５６】
　請求項５３記載のカテーテルシステムであって、前記クロッチポイントは、前記ガイド
ワイヤルーメンの前記遠心端に配置されたカテーテルシステム。
【請求項５７】
　請求項５３記載のカテーテルシステムであって、更に、前記カテーテルの遠心端上にバ
ルーンを備えたカテーテルシステム。
【請求項５８】
　請求項５７記載のカテーテルシステムであって、前記カテーテルは、固定ワイヤバルー
ンであるカテーテルシステム。
【請求項５９】
　請求項５８記載のカテーテルシステムであって、更に、前記バルーンに通じて配置され
、少なくとも部分的に前記バルーンに付着されたコアワイヤを備えたカテーテルシステム
。
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